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第１章  地域公共交通利便増進実施計画策定について 

１ 計画策定の目的 

廿日市市では、民間路線バス、市自主運行バスの利用者は減少傾向にあり、特に中山間部は小規

模な集落の分散や人口減少により、公共交通の利用者が非常に少ない状況であります。公共交通を

維持する上で、一定の利用者の確保が必要であることから、利便性の向上を図るとともに、複合的

な利用促進策を実施し、利用者減少に歯止めをかける必要があります。また、市の移動手段確保に

係る財政支出は増加傾向にあり、今後、人口減少による税収の落ち込みと社会保障費の増大により、

市が移動手段確保にかけられる財源はますます厳しくなる見込みです。このため、適切な財政支出

を維持するとともに、持続可能な公共交通ネットワークの構築と維持が喫緊の課題となっています。 

このように地域公共交通を取り巻く社会情勢の変化等を踏まえ、持続可能な地域公共交通ネット

ワークの構築、市民の移動手段の維持・確保のため、地域公共交通が果たすべき役割を明確にし、

廿日市市の地域公共交通の将来像を示した「廿日市市地域公共交通計画」（以下「交通計画」とい

う。）を令和 5 年 7 月に策定しました。 

令和 5年度以降、交通計画で示す将来像を実現するため、関係者が協力し、計画的に効果的な路線

再編を推進するため、「廿日市市地域公共交通利便増進実施計画」を策定します。 

 

 

２ 実施区域 

本計画の区域は、廿日市市全域とします。 

 

 

３ 計画の期間 

計画の期間は、令和 5年 10月から令和 10年 3月までとします。 
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４ 拠点等の整備状況 

本市では、人口減少と少子高齢化社会に対応するため、生活に必要な機能を適正に配置するとと

もに、自家用車だけに頼らなくても移動できる地域公共交通ネットワークを構築することで、持続

可能なまちの実現をめざす、平成 31 年 3 月に「廿日市市拠点の形成による持続可能なまちづくり計

画（以下「立地適正化計画」という。）」を策定しています。立地適正化計画に基づく集約型都市構

造（コンパクトシティ）の実現に向け、さまざまな拠点整備を進めている中、各拠点間や拠点と交

通結節点を結ぶ地域公共交通ネットワークの構築が必要です。 
 

コンパクトシティプラスネットワーク 

 

新たなまちづくり 

事業名 事業概要 

廿日市市地域医療拠点

等整備事業 

・ 廿日市地域のＪＡ広島総合病院の周辺において、医療・保健・福祉が

連携・協力し、地域医療拠点の更なるサービスの向上と、良好な居住市

街地の形成促進を図るため、令和 4年 4月に供用開始された官民複合施設

に続き、令和 6年度の供用開始に向け病院新棟を整備しています。 

新機能都市開発事業 

・ 廿日市地域の山陽自動車道宮島ＳＡ南側付近において、新都市活力創

出拠点の形成のため、令和 8年度中の造成工事完成に向け、産業団地と観

光・交流拠点等の整備を進めています。 

筏津地区公共施設再編

事業 

・ 大野地域の筏津地区において、老朽化が進んだ複数の公共施設を再編

し、子育て、健康づくり、交流等の機能を備えたフジタ スクエア まるく

る大野（多世代活動交流センター）を整備し、令和 5年 3月から供用開始

しています。 

宮島口地区整備事業 

・ 大野地域の宮島口地区の厳島港約 1 ヘクタールを埋め立て、令和 2 年 2

月に供用開始された旅客ターミナルや大桟橋等、港湾施設等に続き、令

和 8年度末の完成に向け、緑地や外構の整備、アクセスの向上を図るため

周辺道路を整備しています。 

吉和支所複合施設整備

事業 

・ 暮らし続けられる吉和地域の実現に向け、住民と来訪者とのふれあい

と交流促進の拠点として、吉和支所、吉和ふれあい交流センター及び吉

和歴史民俗資料館で構成する複合施設を整備し、令和 5年 5月から供用開

始しています。 
   

原地区

玖島地区

友和地区

佐伯地域

浅原地区

吉和地域

津田地区

大野地域

都市機能誘導区域

宮島地域

佐伯デマンドバス

吉和ほっとバス

広電バス（民間バス）

自主運行バス

JR山陽本線・広島電鉄宮島線

航路（宮島口⇔宮島）

廿日市地域
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５ 再編の全体スケジュール 

地域特性や日常の生活圏等を踏まえた施策を推進します。 

地

域 
事業の概要 

令
和
５
年
度 

令
和
６
年
度 

令
和
７
年
度 

令
和
８
年
度 

令
和
９
年
度 

廿
日
市 

広電バス阿品台団地線の再編      

広電バス四季が丘団地線の再編      

廿日市さくらバス阿品台ルートの再編 

（旧：西循環） 
     

廿日市さくらバス宮内ルートの再編      

廿日市さくらバス原ルートの再編      

佐
伯 

佐伯デマンドバス中道・栗栖線の 

区域変更（飯山・中道線） 
     

検討・準備：    実施：     
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６ 地域公共交通利便増進事業の対象路線 

地域公共交通利便増進事業の対象路線は下表に示すとおりとなっています。（対象路線は

利便増進事業の区分を記載） 

地域 
路線 

（運行事業者） 

事業 

区分 
令和 5年 12 月の再編 

廿
日
市 

広電バス阿品台団地線 
（広島電鉄㈱） 

ニ 
ト 

・運行回数の変更 
・定期券の共通利用 

広電バス四季が丘団地線 
（広島電鉄㈱） 

ニ 
ト 

・運行回数の変更 
・系統の廃止 
・定期券の共通利用 

廿日市さくらバス阿品台ルート 
【旧 西循環】 
（㈱廿日市カープタクシー） 

イ 
ニ 
ト 

・路線の新設 
・系統の新設 
・系統の廃止 
・バス停の新設 
・定期券の共通利用 
・協議運賃の設定 

廿日市さくらバス宮内ルート 
（㈱廿日市カープタクシー） 

イ 
ニ 
ト 

・路線の新設 
・系統の新設 
・系統の廃止 
・バス停の新設 
・定期券の共通利用 
・協議運賃の設定 

廿日市さくらバス原ルート 
（廿日市交通㈱） 

イ 
ニ 
ト 

・路線の新設 
・系統の新設 
・系統の廃止 
・運行経路の変更 
・運行回数の変更 
・バス停の新設 
・協議運賃の設定 

佐

伯 

佐伯デマンドバス中道・栗栖線 
【旧 飯山・中道線】 
（㈲津田交通） 

イ 
ト 

・営業区域の変更 
・運送区間の変更 
・協議運賃の設定 

 

  



5 

 

第２章  令和 5年 12月実施の路線再編について 

１ 事業内容・実施主体 

項目 事業内容 
運営主体 

（実施主体） 

広電バス阿品台 

団地線の再編 

利用者が少ない時間帯の減便 

・ 平日において、日中の利用者が少ない時間帯を減便

します。また、土日祝において、午後の利用者が少な

い時間帯を減便します。 

 

定期券の共通利用 

・ 広電バスの定期券を、廿日市さくらバスでも利用で

きるようにします。 

広島電鉄㈱ 

広電バス四季が丘 

団地線の再編 
広島電鉄㈱ 

廿日市さくらバス 

阿品台ルートの再編 

（旧：西循環） 

路線の分割 

・ 廿日市さくらバスの「西循環」を再編し、阿品台～

日赤看護大学～広電阿品駅間の運行を基本とした「阿

品台ルート」に見直しを行い、広電バスと一体的に運

行することで一定の利便性を確保します。 

・ 広電バスの運行便数が減少する阿品台北について

は、廿日市さくらバス「阿品台ルート」が一部運行す

ることによって、一定の利便性を確保します。 

・ 通勤・通学での利用を考慮して、一部の便を佐原田

を経由し四季が丘一丁目まで運行します。 

・ 宮園、四季が丘、陽光台、阿品台、阿品を行き来す

る利用者に対応するため、一部の便を廿日市市役所前

駅から陽光台、宮園、四季が丘、阿品台を経由して阿

品駅を結ぶ直通便とします。また、他のルートとの乗

継ぎを考慮したダイヤを設定します。 

 

定期券の共通利用 

・ 広電バスの定期券を、廿日市さくらバスでも利用で

きるようにします。 

廿日市市 

（㈱廿日市カープ

タクシー） 

廿日市さくらバス 

宮内ルートの再編 

拠点間を効率的に結ぶための路線の再編 

・ 居住地とシビックコア都市拠点や地域医療拠点を効

率的に結ぶルートへ再編します。 

・ 朝夕に宮園地区、四季が丘地区を広電バス（四季が

丘団地線）と一体的に運行し、通勤・通学での一定の

利便性を確保します。 

 

定期券の共通利用 

・ 広電バスの定期券を、廿日市さくらバスでも利用で

きるようにします。 

廿日市市 

（㈱廿日市カープ

タクシー） 

廿日市さくらバス 

原ルートの見直し 

陽光台地区への乗り入れ 

・ 地域住民の利用実態を踏まえ、医療機関や商業施設

が集積する陽光台地区へ乗り入れます。 

 

定期券の共通利用 

・ 広電バスの定期券を、廿日市さくらバスでも利用で

きるようにします。 

廿日市市 

（廿日市交通㈱） 

佐伯デマンドバス 

中道・栗栖線の再編 

（旧：飯山・中道線） 

佐伯デマンドバス飯山・中道線の運行区域の変更 

・ 飯山地区について、利用状況や、吉和さくらバスが

乗り入れていることを踏まえて対象区域から外し、吉

和さくらバスに運行を一本化します。 

・ 運行経路上にある栗栖地区について、対象区域に追

加し、乗継ぎを行わずに友和地区まで行くことができ

るようにします。 

廿日市市 

（㈲津田交通） 
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２ 利便増進事業の内容 

(1) 廿日市地域  

旧（現状） 

 
新（再編後） 

 

  

廿日市さくらバス西循環
所要時間：63分

・ 路線が長大で、起終点間の所要時間が
長い

・ 令和2年3月の再編により利用者が減少
した区間（ＪＲ阿品駅～廿日市市役所前
駅）の復活要望が多くある

廿日市さくらバス宮内ルート
所要時間：71分

・ 路線が長大で、起終点間の所要時
間が長い

・ 一部の区間で利用が少ない

廿日市さくらバス原ルート
所要時間：26分

・ 原地区から陽光台地区への移動
ニーズが高い

・ 夕方以降の利用が少ない

※宮内、宮園、四季が丘、阿品、阿品台、地御前地区

・ 広電バス阿品台団地線、四季が丘団地線と廿日市さくら
バス西循環、宮内ルートとで連携・役割分担して地域の
移動手段を確保

・ 利用が少ない区間（宮園
上北～宮園上東）

廿日市さくらバス阿品台ルート
所要時間：約20～80分

・ 各地区と拠点を効率的に結ぶルートへ再構築
・ 乗り継ぎを考慮した上で路線を分割し、ＪＲ阿品

駅～廿日市市役所前駅までの路線を復活

廿日市さくらバス宮内ルート
所要時間：約40～60分

・ 各地区と拠点を効率的に結ぶルー
トへ再構築

廿日市さくらバス原ルート
所要時間：約30分

・ 陽光台地区へ乗り入れ（日中）
・ 利用が少ない時間帯は減便またはダイヤを調整

※宮内、宮園、四季が丘、阿品、阿品台、地御前地区

・ 広電バス阿品台団地線、四季が丘団地線と廿日市
さくらバス西循環、宮内ルートの路線を一体的に見
直し役割分担をして効率的な運行を実施

・ 利用が少ない区間（宮園
上北～宮園上東）を減便

※時間帯によって運行するルートは点線表記
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ア 広電バス阿品台団地線（ニ、ト事業） 

(ｱ) 運行のねらいと運行内容 

■運行のねらい 

広電バス（阿品台団地線、四季が丘団地線）と、廿日市さくらバス（阿品台ルート、宮内ル

ート）とで、連携・役割分担を図りつつ、一体的に運行することで、各地区と拠点を効率的に

結ぶルートへ再編します。 

具体的には、平日は日中の利用者が少ない時間帯を、土日祝は午後の利用者が少ない時間帯

を減便して効率化を図り、運行便数が減少する阿品台北については、廿日市さくらバス阿品台

ルートが一部運行することによって、一定の利便性を確保します。 

■運行内容 

事業の種類 一般乗合旅客自動車運送事業 

運営主体 広島電鉄株式会社 

運行事業者 広島電鉄株式会社 

運行形態 路線定期運行（往復型） 

 

(ｲ) 系統図 

旧（現状） 

 
新（再編後） 

 

運行回数のみ変更、系統に変更なし 

 

 

  

：31505 広電阿品駅～廿日市西高～日赤看護大学
：31507 広電阿品駅～阿品台中央～阿品台北
：31508 広電阿品駅～阿品台中央・日赤看護大学～阿品台北
：31509 広電阿品駅～廿日市西高校～阿品台北
：31514 ＪＲ阿品駅～廿日市西高校～日赤看護大学
：31536 ＪＲ阿品駅～日赤看護大学～阿品台北

廿日市西高校前

日赤看護大学

ＪＲ阿品駅

広電阿品駅

ナタリーマリナタウン

阿品台中央

阿品台北
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(ｳ) 系統表 

系統番号 項目 
内容 

旧 新 

315-05 

起点 広電阿品駅 広電阿品駅 

主な経由地 廿日市西高校 廿日市西高校 

終点 日赤看護大学 日赤看護大学 

キロ程 往 4.0     復 3.7 往 4.0     復 3.7 

運行日 毎日 毎日 

315-07 

起点 広電阿品駅 広電阿品駅 

主な経由地 阿品台中央 阿品台中央 

終点 阿品台北 阿品台北 

キロ程 往 4.6     復 4.3 往 4.6     復 4.3 

運行日 毎日 毎日 

315-08 

起点 広電阿品駅 広電阿品駅 

主な経由地 阿品台中央・日赤看護大学 阿品台中央・日赤看護大学 

終点 阿品台北 阿品台北 

キロ程 往 5.0     復 4.7 往 5.0     復 4.7 

運行日 毎日 毎日 

315-09 

起点 広電阿品駅 広電阿品駅 

主な経由地 廿日市西高校 廿日市西高校 

終点 阿品台北 阿品台北 

キロ程 往 3.7    復 3.4 往 3.7    復 3.4 

運行日 平日（月～金曜） 平日（月～金曜） 

315-14 

起点 ＪＲ阿品駅 ＪＲ阿品駅 

主な経由地 廿日市西高校前 廿日市西高校前 

終点 日赤看護大学 日赤看護大学 

キロ程 3.1 3.1 

運行日 平日（月～金曜） 平日（月～金曜） 

315-36 

起点 ＪＲ阿品駅 ＪＲ阿品駅 

主な経由地 日赤看護大学 日赤看護大学 

終点 阿品台北 阿品台北 

キロ程 4.1 4.1 

運行日 平日（月～金曜） 平日（月～金曜） 

 

(ｴ) 日別の運行回数 

系統番号 
平日（月～金） 土 日祝 

旧 新 旧 新 旧 新 

315-05 
0.5～4.5 

（2.5） 

0.0～3.5 

（1.5） 

0.0～2.5 

（0.5） 

0.0～2.5 

（0.5） 

0.0～2.5 

（0.5） 

0.0～2.5 

（0.5） 

315-07 
11.5～15.5 

（13.5） 

7.0～11.0 

（9.0） 

7.0～11.0 

（9.0） 

2.0～6.0 

（4.0） 

7.0～11.0 

（9.0） 

2.0～6.0 

（4.0） 

315-08 
7.0～11.0 

（9.0） 

5.0～9.0 

（7.0） 

4.0～8.0 

（6.0） 

1.5～5.5 

（3.5） 

4.0～8.0 

（6.0） 

1.5～5.5 

（3.5） 

315-09 
0.0～2.5 

（0.5） 

0.0～2.5 

（0.5） 

0.0～2.0 

（0.0） 

0.0～2.0 

（0.0） 

0.0～2.0 

（0.0） 

0.0～2.0 

（0.0） 

315-14 
0.0～3.5 

（1.5） 

0.0～3.5 

（1.5） 

0.0～2.0 

（0.0） 

0.0～2.0 

（0.0） 

0.0～2.0 

（0.0） 

0.0～2.0 

（0.0） 

315-36 
0.0～2.5 

（0.5） 

0.0～2.5 

（0.5） 

0.0～2.0 

（0.0） 

0.0～2.0 

（0.0） 

0.0～2.0 

（0.0） 

0.0～2.0 

（0.0） 

（  ）認定申請時の運行回数 
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(ｵ) 運賃 

・ 普通旅客運賃 

区間 運賃 

広電阿品駅～阿品台北間 220円 

ＪＲ阿品駅～阿品台北間 210円 
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イ 広電バス四季が丘団地線（ニ、ト事業） 

(ｱ) 運行のねらいと運行内容 

■運行のねらい 

広電バス（阿品台団地線、四季が丘団地線）と、廿日市さくらバス（阿品台ルート、宮内ル

ート）とで、連携・役割分担を図りつつ、一体的に運行することで、各地区と拠点を効率的に

結ぶルートへ再編します。 

具体的には、平日は日中の利用者が少ない時間帯を、土日祝は午後の利用者が少ない時間帯

を減便して効率化を図り、廿日市さくらバス宮内ルートが朝夕に宮園地区、四季が丘地区を一

体的に運行することで、通勤・通学での一定の利便性を確保します。 

■運行内容 

事業の種類 一般乗合旅客自動車運送事業 

運営主体 広島電鉄株式会社 

運行事業者 広島電鉄株式会社 

運行形態 路線定期運行（往復型） 

 

(ｲ) 系統図 

旧（現状） 

 
新（再編後） 

 

運行回数のみ変更、系統に変更なし 

 
  

：31304 宮内串戸駅～四季が丘
：31308 廿日市市役所前駅～宮内串戸駅～四季が丘
：31310 宮内串戸駅～四季が丘北
：31338 廿日市市役所前駅～ゆめタウン～四季が丘
：31339 廿日市市役所前駅～ゆめタウン～四季が丘北

四季が丘

四季が丘北

宮
園
中
央

宮内串戸駅

廿
日
市
市
役
所
前
駅

ゆめタウン廿日市
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(ｳ) 系統表 

系統番号 項目 
内容 

旧 新 

313-04 

起点 宮内串戸駅 宮内串戸駅 

主な経由地 － － 

終点 四季が丘 四季が丘 

キロ程 5.1 5.1 

運行日 毎日 毎日 

313-08 

起点 廿日市市役所前駅 廿日市市役所前駅 

主な経由地 廿日市市役所・宮内串戸駅 廿日市市役所・宮内串戸駅 

終点 四季が丘 四季が丘 

キロ程 7.9 7.9 

運行日 土日祝 運行なし 

313-10 

起点 宮内串戸駅 宮内串戸駅 

主な経由地 － － 

終点 四季が丘北 四季が丘北 

キロ程 6.1 6.1 

運行日 平日（月～金曜） 平日（月～金曜） 

313-38 

起点 廿日市市役所前駅 廿日市市役所前駅 

主な経由地 廿日市市役所・ゆめタウン 廿日市市役所・ゆめタウン 

終点 四季が丘 四季が丘 

キロ程 8.2 8.2 

運行日 毎日 毎日 

313-39 

起点 廿日市市役所前駅 廿日市市役所前駅 

主な経由地 廿日市市役所・ゆめタウン 廿日市市役所・ゆめタウン 

終点 四季が丘北 四季が丘北 

キロ程 9.2 9.2 

運行日 毎日 毎日 

 

(ｴ) 日別の運行回数 

系統番号 
平日（月～金） 土 日祝 

旧 新 旧 新 旧 新 

313-04 
21.5～25.5 

（23.5） 

16.0～20.0 

（18.0） 

6.5～10.5 

（8.5） 

6.5～10.5 

（8.5） 

6.5～10.5 

（8.5） 

6.5～10.5 

（8.5） 

313-08 
0.0～2.0 

（0.0） 

0.0～2.0 

（0.0） 

0.0～2.0 

（0.0） 

0.0～2.0 

（0.0） 

0.0～2.0 

（0.0） 

0.0～2.0 

（0.0） 

313-10 
0.5～4.5 

（2.5） 

0.0～3.5 

（1.5） 

0.0～2.0 

（0.0） 

0.0～2.0 

（0.0） 

0.0～2.0 

（0.0） 

0.0～2.0 

（0.0） 

313-38 
5.5～9.5 

（7.5） 

5.5～9.5 

（7.5） 

15.5～19.5 

（17.5） 

10.0～14.0 

（12.0） 

15.5～19.5 

（17.5） 

10.0～14.0 

（12.0） 

313-39 
0.0～3.0 

（1.0） 

0.0～3.0 

（1.0） 

0.0～3.0 

（1.0） 

0.0～3.0 

（1.0） 

0.0～3.0 

（1.0） 

0.0～3.0 

（1.0） 

（  ）内は認定申請時の運行回数 
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(ｵ) 運賃 

・ 普通旅客運賃 

区間 運賃 

廿日市市役所前駅～四季が丘北間 220円 

宮内串戸駅～四季が丘北間  210円 
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ウ 廿日市さくらバス阿品台ルート（旧：西循環）（イ、ニ、ト事業） 

(ｱ) 運行のねらいと運行内容 

■運行のねらい 

廿日市さくらバスの「西循環」を再編し、阿品台～日赤看護大学～広電阿品駅間の運行を基

本とした廿日市さくらバス「阿品台ルート」に見直しを行い、広電バスと一体的に運行するこ

とで一定の利便性を確保します。 

具体的には、阿品台～日赤看護大学～広電阿品駅間の運行を基本としつつ、通勤・通学での

利用を考慮して、一部の便を佐原田を経由し四季が丘一丁目まで運行するほか、宮園、四季が

丘、陽光台、阿品台、阿品を行き来する利用者に対応するため、一部の便を廿日市市役所前駅

から陽光台、宮園、四季が丘、阿品台を経由して阿品駅を結ぶ直通便とします。また、他の路

線等との乗継ぎを考慮したダイヤを設定します。 

■運行内容 

事業の種類 一般乗合旅客自動車運送事業 

運営主体 廿日市市 

運行事業者 株式会社廿日市カープタクシー 

運行形態 路線定期運行（往復型） 
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(ｲ) 系統図 

旧（現状） 

 

 
新（再編後） 

 

 
 

 
 

  

：354-09 廿日市さくらバス 西循環線右・左回り
：354-12 廿日市さくらバス 西循環線右回り（四季が丘一丁目止め）

スポーツセンター

ゆめタウン廿日市

廿日市市役所前駅

ＪＡ広島総合病院

宮園西 中平良

宮園上東

宮園上北

阿品台一丁目

日赤看護大学

四季が丘中央

四季が丘一丁目

ＪＲ阿品駅

広電阿品駅

ナタリーマリナタウン

廿日市西高校前

中平良

ゆめタウン廿日市

廿日市市役所前駅

ナタリーマリナタウン

廿日市西高校前

広電阿品駅

スポーツセンター

ＪＲ阿品駅 ＪＡ広島総合病院

日赤看護大学

宮園上四季が丘一丁目

佐原田

宮園上東

宮園上北

阿
品
台
北

阿
品
台
北
中
央

阿
品
台
公
園
前

阿
品
台
東
小
学
校

阿品台一丁目

陽光台第三公園

地御前神社前 地御前阿品東

宮園西

：3101 阿品台北～日赤看護大学～ＪＲ阿品駅
：3102 ＪＲ阿品駅～広電阿品駅～阿品台北
：3111 阿品台北～ＪＡ広島総合病院～廿日市市役所前駅
：3112 廿日市市役所前駅～ＪＡ広島総合病院～阿品台北
：3113 廿日市市役所前駅～四季が丘一丁目・日赤看護大学～ＪＡ広島総合病院
：3114 ＪＡ広島総合病院～日赤看護大学・四季が丘一丁目～廿日市市役所前駅
：3121 ＪＲ阿品駅～日赤看護大学～四季が丘一丁目
：3131 廿日市市役所前駅～ＪＡ広島総合病院・日赤看護大学～四季が丘一丁目
：3151 廿日市市役所前駅～四季が丘一丁目・日赤看護大学・ＪＡ広島総合病院～廿日市市役所前駅
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(ｳ) 系統表 

系統番号 項目 
内容 

旧 新 

354－09 

起点 ＪＲ阿品駅 

廃止 

主な経由地 西循環 

終点 廿日市市役所前駅 

キロ程 17.4 

運行日 毎日 

354－12 

起点 ＪＲ阿品駅 

廃止 

主な経由地 西循環（四季一止め） 

終点 四季が丘一丁目 

キロ程 9.3 

運行日 土・日祝 

3101 

起点 － 阿品台北 

主な経由地 － 日赤看護大学 

終点 － ＪＲ阿品駅 

キロ程 － 6.9 

運行日 － 毎日 

3102 

起点 － ＪＲ阿品駅 

主な経由地 － 広電阿品駅 

終点 － 阿品台北 

キロ程 － 6.4 

運行日 － 毎日 

3111 

起点 － 阿品台北 

主な経由地 － ＪＡ広島総合病院 

終点 － 廿日市市役所前駅 

キロ程 － 11.2 

運行日 － 毎日 

3112 

起点 － 廿日市市役所前駅 

主な経由地 － ＪＡ広島総合病院 

終点 － 阿品台北 

キロ程 － 11.0 

運行日 － 毎日 

3113 

起点 － 廿日市市役所前駅 

主な経由地 － 四季が丘一丁目・日赤看護大学 

終点 － ＪＡ広島総合病院 

キロ程 － 17.7 

運行日 － 平日（月～金曜） 

3114 

起点 － ＪＡ広島総合病院 

主な経由地 － 日赤看護大学・四季が丘一丁目 

終点 － 廿日市市役所前駅 

キロ程 － 19.8 

運行日 － 平日（月～金曜） 

3121 

起点 － ＪＲ阿品駅 

主な経由地 － 日赤看護大学 

終点 － 四季が丘一丁目 

キロ程 － 9.3 

運行日 － 平日（月～金曜） 
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系統番号 項目 
内容 

旧 新 

3131 

起点 － 廿日市市役所前駅 

主な経由地 － ＪＡ広島総合病院・日赤看護大学 

終点 － 四季が丘一丁目 

キロ程 － 13.9 

運行日 － 平日（月～金曜） 

3151 

起点 － 廿日市市役所前駅 

主な経由地 － 
四季が丘一丁目・日赤看護大学・

ＪＡ広島総合病院 

終点 － 廿日市市役所前駅 

キロ程 － 22.2 

運行日 － 平日（月～金曜） 

 

(ｴ) 日別の運行回数 

系統番号 
平日（月～金） 土 日祝 

旧 新 旧 新 旧 新 

354－09 5.0 - 3.5 - 3.5 - 

354－12 0.0 - 0.5 - 0.5 - 

3101 － 2.0 － 2.5 － 2.5 

3102 － 1.0 － 2.5 － 2.5 

3111 － 0.5 － 1.0 － 1.0 

3112 － 0.5 － 1.0 － 1.0 

3113 － 0.5 － 0.0 － 0.0 

3114 － 0.5 － 0.0 － 0.0 

3121 － 0.5 － 0.0 － 0.0 

3131 － 0.5 － 0.0 － 0.0 

3151 － 0.5 － 0.0 － 0.0 

 

(ｵ) 運賃 

・ 普通旅客運賃 

分類 運賃 備考 

大人（中学生以上） 150円 － 

小児（小学生） 100円 － 

幼児（小学生未満） 無料 
大人または小児 1 人につき、同伴される幼児 1 人までは無

料。2人目からは小児運賃とする。 

乳児（1歳未満） 無料 － 

障がい者等 

割引運賃 

大人 100円 身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳所持

者及びその介護者を対象とする。 小児 50円 

 

・ 定期旅客運賃 

広電バスが発行する定期券保有者は、対象区間について廿日市さくらバスでも利用でき

る。（詳細は「カ 定期券共通利用制度の導入」参照） 
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エ 廿日市さくらバス宮内ルート（イ、ニ、ト事業） 

(ｱ) 運行のねらいと運行内容 

■運行のねらい 

拠点間を効率的に結ぶため、朝夕に宮園地区、四季が丘地区を経由する系統を追加し、広電

バス四季が丘団地線と一体的に運行することで、通勤・通学での利便性を確保するとともに、

一方向運行を双方向運行とすることで、利便性を高めます。 

■運行内容 

事業の種類 一般乗合旅客自動車運送事業 

運営主体 廿日市市 

運行事業者 株式会社廿日市カープタクシー 

運行形態 路線定期運行（往復型） 
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(ｲ) 系統図 

旧（現状） 
 

  
新（再編後） 

 

  

 
※六本松南は、名称変更かつ、双方向運行に伴い道路反対側にバス停を新設。峰高一丁目は双方向運行に伴

い、道路反対側にバス停を新設。六本松北は名称変更。 
   

：35411 廿日市さくらバス 宮内ルート

宮内串戸駅

宮内

スポーツセンター

六本松一丁目

野坂中学校南

ＪＡ広島総合病院

中平良

ゆめタウン廿日市

廿日市市役所前駅

宮内分れ

六
本
松
口

峰
高
一
丁
目

六本松二丁目

ゆめタウン廿日市

廿日市市役所前駅

宮内

野坂中学校南

地御前三丁目

宮内河本

中平良

スポーツセンター

四
季
が
丘

ＪＡ広島総合病院

六本松北

宮内分れ

陽光台中央

陽光台第三公園

陽光台四丁目

宮
園
二
丁
目

宮
園
八
丁
目

宮
園
西

宮
園
上

四
季
が
丘
一
丁
目

四
季
が
丘
中
央

四
季
が
丘
南

四
季
が
丘
南
口

佐原田

六
本
松
口

峰
高
一
丁
目

宮内串戸駅

六本松南

：2003 廿日市市役所前駅～四季が丘・宮内串戸駅～JA広島総合病院
：2004 宮内串戸駅～四季が丘・陽光台四丁目～廿日市市役所前駅
：2005 廿日市市役所前駅～四季が丘～宮内串戸駅
：2007 宮内串戸駅～四季が丘～宮内串戸駅
：2012 ＪＡ広島総合病院～六本松口・宮内串戸駅～廿日市市役所前駅
：2013 廿日市市役所前駅～六本松口～ＪＡ広島総合病院
：2014 宮内串戸駅～六本松口・宮内串戸駅～廿日市市役所前駅
：2015 廿日市市役所前駅～六本松口～宮内串戸駅
：2021 四季が丘～陽光台四丁目・宮内串戸駅～廿日市市役所前駅
：2023 四季が丘～陽光台四丁目～宮内串戸駅
：2024 宮内串戸駅～陽光台四丁目・宮園二丁目～四季が丘



19 

 

(ｳ) 系統表 

系統番号 項目 
内容 

旧 新 

354－11 

起点 廿日市市役所前駅 

廃止 

主な経由地 ＪＡ広島総合病院・宮内串戸駅 

終点 廿日市市役所前駅 

キロ程 13.6 

運行日 毎日 

2003 

起点 － 廿日市市役所前駅 

主な経由地 － 四季が丘・宮内串戸駅 

終点 － ＪＡ広島総合病院 

キロ程 － 15.7 

運行日 － 平日（月～金曜） 

2004 

起点 － 宮内串戸駅 

主な経由地 － 四季が丘・陽光台四丁目 

終点 － 廿日市市役所前駅 

キロ程 － 13.9 

運行日 － 土日祝 

2005 

起点 － 廿日市市役所前駅 

主な経由地 － 四季が丘 

終点 － 宮内串戸駅 

キロ程 － 14.7 

運行日 － 毎日 

2007 

起点 － 宮内串戸駅 

主な経由地 － 四季が丘 

終点 － 宮内串戸駅 

キロ程 － 11.3 

運行日 － 平日（月～金曜） 

2012 

起点 － ＪＡ広島総合病院 

主な経由地 － 六本松口・宮内串戸駅 

終点 － 廿日市市役所前駅 

キロ程 － 11.5 

運行日 － 平日（月～金曜） 

2013 

起点 － 廿日市市役所前駅 

主な経由地 － 六本松口 

終点 － ＪＡ広島総合病院 

キロ程 － 11.8 

運行日 － 平日（月～金曜） 

2014 

起点 － 宮内串戸駅 

主な経由地 － 六本松口・宮内串戸駅 

終点 － 廿日市市役所前駅 

キロ程 － 10.4 

運行日 － 毎日 

2015 

起点 － 廿日市市役所前駅 

主な経由地 － 六本松口 

終点 － 宮内串戸駅 

キロ程 － 10.8 

運行日 － 土日祝 
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系統番号 項目 
内容 

旧 新 

2021 

起点 － 四季が丘 

主な経由地 － 陽光台四丁目・宮内串戸駅 

終点 － 廿日市市役所前駅 

キロ程 － 9.1 

運行日 － 平日（月～金曜） 

2023 

起点 － 四季が丘 

主な経由地 － 陽光台四丁目 

終点 － 宮内串戸駅 

キロ程 － 5.7 

運行日 － 土日祝 

2024 

起点 － 宮内串戸駅 

主な経由地 － 陽光台四丁目・宮園二丁目 

終点 － 四季が丘 

キロ程 － 5.7 

運行日 － 平日（月～金曜） 

 

(ｴ) 日別の運行回数 

系統番号 
平日（月～金） 土 日祝 

旧 新 旧 新 旧 新 

354－11 8.0 － 6.0 － 6.0 － 

2003 － 0.5 － 0.0 － 0.0 

2004 － 0.0 － 1.5 － 1.5 

2005 － 1.0 － 1.5 － 1.5 

2007 － 0.5 － 0.0 － 0.0 

2012 － 1.0 － 0.0 － 0.0 

2013 － 1.0 － 0.0 － 0.0 

2014 － 0.5 － 0.5 － 0.5 

2015 － 0.0 － 0.5 － 0.5 

2021 － 0.5 － 0.0 － 0.0 

2023 － 0.0 － 0.5 － 0.5 

2024 － 1.0 － 0.0 － 0.0 

 

(ｵ) 運賃 

・ 普通旅客運賃 

分類 運賃 備考 

大人（中学生以上） 150円 － 

小児（小学生） 100円 － 

幼児（小学生未満） 無料 
大人または小児 1 人につき、同伴される幼児 1 人までは無

料。2人目からは小児運賃とする。 

乳児（1歳未満） 無料 － 

障がい者等 

割引運賃 

大人 100円 身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳所持

者及びその介護者を対象とする。 小児 50円 

 

・ 定期旅客運賃 

広電バスが発行する定期券保有者は、対象区間について廿日市さくらバスでも利用でき

る。（詳細は「カ 定期券共通利用制度の導入」参照）  
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オ 廿日市さくらバス原ルート（イ、ニ、ト事業） 

(ｱ) 運行のねらいと運行内容 

■運行のねらい 

 地域住民の移動実態を踏まえ、日中の便を医療機関や商業施設が集積する陽光台地区へ乗り

入れます。 

■運行内容 

事業の種類 一般乗合旅客自動車運送事業 

運営主体 廿日市市 

運行事業者 廿日市交通株式会社 

運行形態 路線定期運行（往復型） 
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(ｲ) 系統図 

旧（現状） 
 

 
新（再編後） 

 

  
  

片方向

片方向

：20101 廿日市市役所前駅～原市民センター～川末
：20102 ＪＲ廿日市駅北口～原市民センター～川末
：20104 廿日市市役所前駅～原市民センター～上川末

上川末

川末

半明原橋

原市民センター

ＪＲ廿日市駅北口

廿日市市役所前駅

堂河内

片方向

：401 川末～原市民センター～ＪＲ廿日市駅北口
：402 ＪＲ廿日市駅北口～原市民センター～川末
：403 川末～原市民センター～廿日市市役所前駅
：412 ＪＲ廿日市駅北口～陽光台中央・原市民センター～川末
：413 川末～原市民センター・陽光台中央～廿日市市役所前駅
：414 廿日市市役所前駅～陽光台中央・原市民センター～川末
：415 上川末～原市民センター・陽光台中央～廿日市市役所前駅
：416 廿日市市役所前駅～陽光台中央・原市民センター～上川末

上川末

川末

半明原橋

原市民センター

陽光台第三公園 堂河内

陽光台中央

廿日市市役所前駅

ＪＲ廿日市駅北口
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(ｳ) 系統表 

系統番号 項目 
内容 

旧 新 

20101 

起点 廿日市市役所前駅 

廃止 

主な経由地 原市民センター 

終点 川末 

キロ程 往 11.5  復 11.4 

運行日 毎日 

20102 

起点 ＪＲ廿日市駅北口 

廃止 

主な経由地 原市民センター 

終点 川末 

キロ程 往 8.1  復 7.8 

運行日 毎日 

20104 

起点 廿日市市役所前駅 

廃止 

主な経由地 原市民センター 

終点 上川末 

キロ程 往 12.0  復 11.9 

運行日 毎日 

401 

起点 － 川末 

主な経由地 － 原市民センター 

終点 － ＪＲ廿日市駅北口 

キロ程 － 7.8 

運行日 － 毎日 

402 

起点 － ＪＲ廿日市駅北口 

主な経由地 － 原市民センター 

終点 － 川末 

キロ程 － 8.1 

運行日 － 毎日 

403 

起点 － 川末 

主な経由地 － 原市民センター 

終点 － 廿日市市役所前駅 

キロ程 － 11.4 

運行日 － 毎日 

412 

起点 － ＪＲ廿日市駅北口 

主な経由地 － 陽光台中央・原市民センター 

終点 － 川末 

キロ程 － 8.7 

運行日 － 毎日 

413 

起点 － 川末 

主な経由地 － 原市民センター・陽光台中央 

終点 － 廿日市市役所前駅 

キロ程 － 11.9 

運行日 － 毎日 

414 

起点 － 廿日市市役所前駅 

主な経由地 － 陽光台中央・原市民センター 

終点 － 川末 

キロ程 － 12.1 

運行日 － 毎日 
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系統番号 項目 
内容 

旧 新 

415 

起点 － 上川末 

主な経由地 － 原市民センター・陽光台中央 

終点 － 廿日市市役所前駅 

キロ程 － 12.4 

運行日 － 毎日 

416 

起点 － 廿日市市役所前駅 

主な経由地 － 陽光台中央・原市民センター 

終点 － 上川末 

キロ程 － 12.6 

運行日 － 毎日 

 

(ｴ) 日別の運行回数 

系統番号 
平日（月～金） 土 日祝 

旧 新 旧 新 旧 新 

20101 4.0 － 4.0 － 4.0 － 

20102 4.5 － 2.5 － 2.5 － 

20104 1.5 － 1.5 － 1.5 － 

401 － 2.0 － 1.5 － 1.5 

402 － 1.0 － 0.5 － 0.5 

403 － 0.5 － 0.5 － 0.5 

412 － 0.5 － 0.5 － 0.5 

413 － 1.0 － 1.0 － 1.0 

414 － 2.5 － 2.5 － 2.5 

415 － 1.0 － 1.0 － 1.0 

416 － 0.5 － 0.5 － 0.5 

 

(ｵ) 運賃 

・ 普通旅客運賃 

分類 運賃 備考 

大人（中学生以上） 150円 － 

小児（小学生） 100円 － 

幼児（小学生未満） 無料 
大人または小児 1 人につき、同伴される幼児 1 人までは無

料。2人目からは小児運賃とする。 

乳児（1歳未満） 無料 － 

障がい者等 

割引運賃 

大人 100円 身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳所持

者及びその介護者を対象とする。 小児 50円 

 

・ 定期旅客運賃 

広電バスが発行する定期券保有者は、対象区間について廿日市さくらバスでも利用でき

る。（詳細は「カ 定期券共通利用制度の導入」参照） 
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カ 定期券共通利用制度の導入 

(ｱ) 制度導入のねらい 

■運行のねらい 

 廿日市地域において、広電バスと廿日市さくらバスの一体的な運行に伴い、広電バス定期券

保有者へ再編前と同程度の利便性を確保するため、対象区間について広電バスの定期券を廿日

市さくらバスでも利用できる制度を導入します。 

 

(ｲ) 対象系統 

路線名 

（運行事業者） 
起点～終点または起点～主な経由地～終点 

阿品台団地線 

（広島電鉄㈱） 

広電阿品駅～廿日市西高校前～日赤看護大学 

広電阿品駅～阿品台中央～阿品台北 

広電阿品駅～阿品台中央・日赤看護大学～阿品台北 

広電阿品駅～廿日市西高校前～阿品台北 

ＪＲ阿品駅～廿日市西高校前～日赤看護大学 

ＪＲ阿品駅～日赤看護大学～阿品台北 

四季が丘団地線 

（広島電鉄㈱） 

宮内串戸駅～四季が丘 

宮内串戸駅～四季が丘北 

廿日市市役所前駅～廿日市市役所・ゆめタウン～四季が丘 

廿日市市役所前駅～廿日市市役所・ゆめタウン～四季が丘北 

阿品台ルート 

（㈱廿日市カー

プタクシー） 

阿品台北～日赤看護大学～ＪＲ阿品駅 

ＪＲ阿品駅～広電阿品駅～阿品台北 

阿品台北～ＪＡ広島総合病院～廿日市市役所前駅 

廿日市市役所前駅～ＪＡ広島総合病院～阿品台北 

廿日市市役所前駅～四季が丘一丁目・日赤看護大学～ＪＡ広島総合病院 

ＪＡ広島総合病院～日赤看護大学・四季が丘一丁目～廿日市市役所前駅 

ＪＲ阿品駅～日赤看護大学～四季が丘一丁目 

廿日市市役所前駅～ＪＡ広島総合病院・日赤看護大学～四季が丘一丁目 

廿日市市役所前駅～四季が丘一丁目・日赤看護大学・ＪＡ広島総合病院～廿日市市役所前駅 

宮内ルート 

（㈱廿日市カー

プタクシー） 

廿日市市役所前駅～四季が丘・宮内串戸駅～ＪＡ広島総合病院 

宮内串戸駅～四季が丘・陽光台四丁目～廿日市市役所前駅 

廿日市市役所前駅～四季が丘～宮内串戸駅 

宮内串戸駅～四季が丘～宮内串戸駅 

ＪＡ広島総合病院～六本松口・宮内串戸駅～廿日市市役所前駅 

廿日市市役所前駅～六本松口～ＪＡ広島総合病院 

宮内串戸駅～六本松口・宮内串戸駅～廿日市市役所前駅 

廿日市市役所前駅～六本松口～宮内串戸駅 

四季が丘～陽光台四丁目・宮内串戸駅～廿日市市役所前駅 

四季が丘～陽光台四丁目～宮内串戸駅 

宮内串戸駅～陽光台四丁目～四季が丘 

原ルート 

（廿日市交通

㈱） 

川末～原市民センター・陽光台中央～廿日市市役所前駅 

川末～原市民センター～ＪＲ廿日市駅北口 

ＪＲ廿日市駅北口～原市民センター～川末 

川末～原市民センター～廿日市市役所前駅 

廿日市市役所前駅～陽光台中央・原市民センター～川末 

上川末～原市民センター・陽光台中央～廿日市市役所前駅 

廿日市市役所前駅～陽光台中央・原市民センター～上川末 

佐方ルート 

（廿日市交通

㈱） 

廿日市市役所前駅～佐方～廿日市市役所前駅 
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(ｳ) 対象の区間 

広電バスと廿日市さくらバスの対象バス停をエリア毎（Ａ～Ｆ、ａ～ｄ）に分け、特定の

エリアから、別のエリア間は定期券が利用できる区間となる。 

 

 

  

ゆめタウン廿日市

廿日市市役所前駅

廿日市市役所

JA広島総合病院

地御前

地御前神社前

ＪＲ阿品駅

阿品東

特別支援学校入口

日赤看護大学

阿品台三丁目

阿品台四丁目

阿品台第六公園

廿日市西高校前

ふじタウン中
ふじタウン南

ふじタウン北

スポーツセンター

中平良

陽光台中央

陽光台四丁目

宮園二丁目

宮園八丁目

四季が丘一丁目

四季が丘中央

四季が丘南口

四季が丘南

宮園西

佐原田

阿品台一丁目

あいプラザ

宮内分れ

        ｳ 

広電阿品駅

四季が丘

宮園上北

宮園上東

陽光台第三公園

宮園上

阿品台北

阿品台北中央

宮内串戸駅

阿品台公園前

阿品台東小学校

広電バス(阿品台団地線)
廿日市さくらバス(阿品台ルート）

凡例 バス停・路線

既設バス停

廿日市さくらバス路線

広電バス路線

A

B

C

D

E

F

a

b

c

d

六本松口

北山
宮内農協

宮内郵便局

宮園一丁目

宮園中央

宮園入口
四季が丘北

四季が丘上

阿品台中央

阿品台西

阿品台五丁目

ゆめタウン廿日市

廿日市市役所前駅

JA広島総合病院

中平良

六本松北

六本松南
野坂公園

キラキラ公園

野坂中学校南

宮内

凡例 バス停・路線

既設バス停

廿日市さくらバス路線

広電バス路線

A

B

C

D

E

F

宮内農協

六本松口

峰高一丁目

宮内一丁目

宮内河本

スポーツセンター

宮内郵便局

宮内串戸駅
廿日市市役所

あいプラザ

陽光台中央

陽光台第三公園

陽光台四丁目

宮園二丁目

宮園八丁目

宮園西

宮園上

四季が丘一丁目

四季が丘中央

四季が丘南

四季が丘

四季が丘南口 佐原田

地御前三丁目

広電バス（四季が丘団地線）
廿日市さくらバス（宮内ルート）

北山

宮内河田

宮園入口

宮園一丁目

宮園中央

四季が丘北

四季が丘上
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廿日市さくらバス（原ルート）

川末

下川末

一景苑

原車庫

原小学校上

原小学校前

原住宅入口

原市民センター

半明原橋

河野原

下大島

西蓮寺

速谷神社

中平良

スポーツ
センター

平良大橋

JR廿日市駅北口

廿日市市役所前駅

あいプラザ

廿日市市役所

ゆめタウン廿日市

堂河内

上川末

陽光台第三公園

陽光台中央

凡例 バス停・路線

既設バス停

廿日市さくらバス路線

A

E

凡例 バス停・路線

バス停

廿日市さくらバス路線

A

廿日市市役所前駅

榎浦橋

大東住宅前

山陽女学園前

山陽女学園北

佐方四丁目

佐方四丁目東

緑ヶ丘入口

屋代

緑ヶ丘団地口

佐方

佐方中

佐方下

佐方保育園前

天神

桜尾

広電廿日市駅

市民活動センター

山陽女学園西

※片側バス停

佐方上

あいプラザ

廿日市市役所

ゆめタウン廿日市

月見台団地

廿日市

ＪＲ廿日市駅南口
ＪＲ廿日市駅北口

廿日市さくらバス（佐方ルート）
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(ｴ) 運賃 

・ 定期旅客運賃 

広電バスが発行する定期券保有者は、対象区間について廿日市さくらバスでも利用できる。 

 

① 通勤定期券 

1か月の場合 区間運賃×（30日×2回）の 30％割引 

3か月の場合 1か月定期券販売額×3か月の 5％割引 

6か月の場合 1か月定期券販売額×6か月の 10％割引 

※区間運賃は、広電バス阿品台団地線及び広電バス四季が丘団地線の運賃とする。 

例えば、170円区間では以下のとおり。 

区間運賃 1か月 2か月 3か月 

170円 7,140円 20,350円 38,560円 

 

② 通学定期券 

1か月の場合 区間運賃×（30日×2回）の 40％割引 

3か月の場合 1か月定期券販売額×3か月の 5％割引 

6か月の場合 1か月定期券販売額×6か月の 10％割引 

※区間運賃は、広電バス阿品台団地線及び広電バス四季が丘団地線の運賃とする。 

例えば、170円区間では以下のとおり。 

区間運賃 1か月 2か月 3か月 

170円 6,120円 17,440円 33,050円 

 

③ 学期定期券 

1か月と端数日数の場合 区間運賃×（（30日＋1～30日）×2回）の 40％割引 

2か月と端数日数の場合 区間運賃×（（60日＋1～30日）×2回）の 40％割引 

3か月と端数日数の場合 区間運賃×（（90日＋1～30日）×2回）の 40％割引 

※区間運賃は、広電バス阿品台団地線及び広電バス四季が丘団地線の運賃とする。 

例えば、1か月と端数日数における 170円区間では以下のとおり。 

区間運賃 1か月＋1日 1か月＋2日 ・・・ 1か月＋29日 1か月＋30日 

170円 6,320円 6,530円 ・・・ 12,040円 12,240円 

 

(ｵ) 運用方法 

旅客がＩＣカードをカードリーダーにタッチすることで対象区間内の利用であるかを判断

（降車バス停のみで判断）し、対象区間外で降車する場合は、乗り越し精算対応する。 
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(2) 佐伯地域 

旧（現状） 

 
新（再編後） 
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ア 佐伯デマンドバス中道・栗栖線（旧飯山・中道線）（イ、ト事業） 

(ｱ) 運行のねらいと運行内容 

■運行のねらい 

飯山地区について、利用状況や、吉和さくらバスが乗り入れていることを踏まえて対象区域

から外し、吉和さくらバスに運行を一本化します。 

運行経路上にある栗栖地区について、対象区域に追加し、乗継ぎを行わずに友和地区まで行

くことができるようにします。 

■運行内容 

事業の種類 一般乗合旅客自動車運送事業 

運営主体 廿日市市 

運行事業者 有限会社津田交通 

運行形態 区域運行（予約型） 

 

(ｲ) 系統表 

運送区間 

番号 
項目 

内容 

旧 新 

2 
運行区域 飯山・中道地区⇔友田 中道・栗栖地区⇔友田 

運行日 月・水 月・水 

 

(ｳ) 日別の運行回数 

運送区間 

番号 

月 火 水 木 金 土 日祝 

旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 

2 5.0  5.0 0.0 0.0 5.0  5.0  0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

 

(ｴ) 運賃 

・ 普通旅客運賃 

分類 運賃 備考 

大人（中学生以上） 200円 － 

小児（小学生） 100円 － 

幼児（小学生未満） 無料 
大人または小児 1 人につき、同伴される幼児 1 人までは無

料。2人目からは小児運賃とする。 

乳児（1歳未満） 無料 － 

障がい者等 

割引運賃 

大人 100円 身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳所持

者及びその介護者を対象とする。 小児 50円 
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第３章  廿日市市における支援の内容 

(1) 地域公共交通ネットワークの構築に対する支援 

・ 地域住民の生活を支える地域公共交通ネットワークを構築していくため、国・県との適切な役

割分担を踏まえたうえで、市自主運行バス及び民間路線バスの運行事業者に対して必要な支援を

行います。 

 

(2) 地域主体の生活交通に対する支援 

・ 住民組織が主体となって運営する地域内交通の導入に関して、国・県との適切な役割分担を踏

まえたうえで、住民組織と調整を図りながら必要な支援を行います。 

 

(3) 住民説明会の開催 

・ 再編事業の内容に関して住民への周知と利用促進を図るため、地域自治組織の代表者や関係住

民を対象とした説明会を開催します。 

 

(4) 交通事業者や沿線地域との連携による利用促進 

・ 交通事業者や沿線施設とのタイアップにより、市民や来訪者に対して地域公共交通の利用を促

進するほか、市ホームページなどを活用した利用促進策等の情報発信の充実を図ります。 
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第４章  利便増進事業に関連して実施される施策 

利便増進事業に関連して実施される施策を以下に示します。 

(1) 地域間幹線系統の維持・改善 

取組（案） 取組内容（案） 

運行サービスの維持 

・ 運行便数を可能なかぎり維持し、地域住民のニーズにあった

ダイヤ調整を行うことで、定住促進と地域間交流を活発化しま

す。 

地域間幹線間の乗継ダイヤの

調整 

・ 関連事業者と事前に調整し、地域間幹線間の乗継ダイヤをス

ムーズにすることで、地域間移動の活性化及び乗継利便性の向

上を図ります。 

 

(2) 地域拠点を軸とした地域公共交通ネットワークの構築【廿日市地域】 

取組（案） 取組内容（案） 

廿日市さくらバス 

佐方ルートの見直し 

居住地と交通結節点を効率的に結ぶための路線の見直し 

・ 新佐方大橋の整備に伴い、佐方四丁目方面からＪＲ廿日市駅

北口へ直接乗り入れる系統を設定します。 

予約型乗合タクシー後畑ルー

ト（実証運行）の見直し 

路線廃止 

・ 利用実態を踏まえ、廃止します。 

 

(3) 地域拠点を軸とした地域公共交通ネットワークの構築 【大野地域】 

取組（案） 取組内容（案） 

大野地域の地域公共交通の再

構築 

（おおのハートバスの再編） 

東ルート、西ルート、横断ルート、沿岸ルートの再編 

・ 大野地域拠点を核として、おおのハートバスの全路線を再編

します。再編に合わせて、旧鳴川保育園跡地への起終点の変更

及び利用が少ない区間の廃止を行います。 

 

(4) 地域拠点を軸とした地域公共交通ネットワークの構築 【佐伯地域】 

取組（案） 取組内容（案） 

佐伯地域の地域公共交通の再

構築 

広電バス津田線における上限運賃制度の運用等 

・ 中山間部の定住促進を図るため、佐伯地域拠点とシビックコ

ア都市拠点を結ぶ地域間幹線「広電バス津田線」について、引

き続き、上限運賃制度を運用するとともに、運行経費の一部を

補助します。 

区域運行（佐伯デマンドバ

ス）の見直し基準の設定・運

用 

※施策：各種データを活用し

た運行サービスの提供に詳

細を記載 

見直し基準の設定・運用と移動手段の見直し 

・ 利用実態と運行経費を踏まえた見直し基準を設定・公表し、

一定期間利用状況を見た後、条件を満たさない場合は他の手法

を検討します。 
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(5) 地域拠点を軸とした地域公共交通ネットワークの構築 【吉和地域】 

取組（案） 取組内容（案） 

吉和地域の地域公共交通の

再構築（吉和さくらバスの

見直し） 

交通結節点の変更及び運行ダイヤの見直し 

・ 交通結節点を吉和福祉センターから吉和ふれあい交流セン

ターに変更するとともに、運行実態に合った適切な所要時分

に調整します。 

移動実態に合わせた運行 

・ 引き続きクヴェーレ吉和まで運行することで、観光客の移

動手段を確保します。 

中山間部における貨客混載 

※施策：新たなサービスの

導入に詳細を記載 

貨客混載の検討・実施 

・ 生産性の向上を図るため、吉和さくらバスやほっとバスの

利用が少ない時間帯において、貨客混載等の新たなサービス

の導入について検討します。 

 

(6) 地域拠点を軸とした地域公共交通ネットワークの構築 【宮島地域】 

取組（案） 取組内容（案） 

宮島航路の早朝夜間便の 

運航 

早朝夜間便の運航経費の一部負担 

・ 宮島地域の住民等の生活航路としての利便性を確保するた

め、引き続き、早朝夜間便の運航経費の一部を負担します。 

宮島地域の地域公共交通の

確保 

メイプルライナーにおける運賃割引制度の運用等 

・ 宮島地域の住民の生活移動に係る経済的な負担軽減や、観

光客の移動手段を確保するため、引き続き、運賃割引制度を

運用するとともに、運行経費の一部を補助します。 

 

(7) 各種データを活用した運行サービスの提供 

取組（案） 取組内容（案） 

デジタル技術の活用による

日別乗降データの取得 

・ 全地域で導入予定のキャッシュレス決済の利用データ等を

活用しながら、日別の乗降データを取得し、運行改善の基礎

情報とします。 

路線定期運行の見直し基準

の設定・運用 

・ 持続可能な地域公共交通とするため、利用状況や収支状況

等のデータをもとに見直し基準を設定・公表し、利用促進を

図るとともに、効果的・効率的な運行に改善します。 

・ 運行形態を改善する際は、データを客観的に見るだけでな

く、運行事業者（運転士）へのヒアリング等を行い、現場の

状況を踏まえた改善を心掛けます。 

区域運行の見直し基準の 

設定・運用 

 

  



34 

 

(8) 乗継環境及び待合環境の改善 

取組（案） 取組内容（案） 

乗継環境の充実 

（廿日市地域・大野地域） 

・ 引き続き、広島県や民間交通事業者と連携を図りながら、宮

島口地区整備事業に取り組むほか、宮島口周辺の渋滞緩和に向

け、市道赤崎 3 号線の整備に取り組みます。 

・ 商業施設や医療機関の立地状況を踏まえた乗継環境の整備に

ついて検討します。 

待合環境の充実 

・ 市全域のバス停の現状を把握し、計画的に改善します。 

・ バスの待ち時間による身体的な負担や不安感を軽減するた

め、周辺施設の立地状況や利用状況等を踏まえ、計画的に待合

環境を整備します。 

 

(9) キャッシュレス決済と運賃割引制度の導入 

取組（案） 取組内容（案） 

乗継割引制度の拡大 

・ 各地域での路線再編を踏まえ、おおのハートバスの乗継割引

制度を、市自主運行バス同士や、市自主運行バスと地域主体の

生活交通との乗継利用についても導入します。 

全地域へのキャッシュレス 

決済の導入 

・ 民間交通事業者のキャッシュレス決済システムの開発状況を

注視し、関係事業者と調整の上、全地域の車両にキャッシュレ

ス決済を導入します。 

割引制度の導入 

・ 路線再編による乗継ぎの運賃負担増の軽減等を図るため、マ

イナンバーカードでの市民認証と連携した割引制度を導入しま

す。 

 

(10) 新たな技術を活用した車両の導入 

取組（案） 取組内容（案） 

環境性能に優れた車両の 

導入 

・ ＣＯ２削減を図るため、市自主運行バスの車両更新に合わせ

て、環境にやさしい車両を導入します。 

環境性能に優れた車両の 

導入に対する支援制度の検討 

・ 民間交通事業者が環境性能に優れた車両を導入する際の支援

制度を検討します。 

自動運転の導入検討 
・ 地域課題や交通事業者の経営課題を解決する 1 つの手段とし

て、自動運転の導入を検討します。 

  



35 

 

(11) 誰にでもわかりやすい情報提供 

取組（案） 取組内容（案） 

地域公共交通マップ、 

時刻表の作成 

・ 日常生活における地域公共交通の利用を促進するため、市内

全路線を掲載したマップに、商業施設や医療機関等を掲載した

地域公共交通マップを作成します。 

・ 実際に地域公共交通を利用してもらうために、地域公共交通

マップに対応した時刻表を作成します。 

路線別時刻表の作成 

・ 市自主運行バスについて、新規利用者の獲得、利用機会の拡

大を図るため、路線別時刻表に乗継情報等を追記するととも

に、市役所や公共施設に加え、民間の沿線施設にも配置しま

す。 

インターネットでの経路検

索機能の充実 

・ 市自主運行バス（路線定期運行）の全車両について、Ｇｏｏ

ｇｌｅ Ｍａｐの経路検索で検索できるようにします。 

 

(12) 共創による利用促進 

取組（案） 取組内容（案） 

ターゲットを絞った利用 

促進 

・ 地域公共交通への利用転換を図るため、運転免許返納者に対

して、本市の地域公共交通に関する情報を周知します。 

・ 通学での利用促進を図るため、オープンスクール、進学説明

会等で、高校進学予定の生徒やその保護者に対して、地域公共

交通での通学方法に関するチラシを配布します。 

・ 新規利用者を獲得するため、バス路線の沿線企業に対して、

地域公共交通を利用した通勤方法や 1月当たりの負担額を掲載し

たチラシを配布します。 

利用促進イベントの開催 

・ 市自主運行バスをはじめとした地域公共交通の利用を促進す

るため、バスの日（9 月 20 日）にちなんだイベントの開催や、

既存のイベントでのＰＲ活動を行います。 

地域主体の生活交通に 

対する積極的な支援 

・ よりきめ細やかな地域公共交通を確保していくため、地域自

治組織、ＮＰＯ法人等の地域団体や民間交通事業者と一緒に、

地域・地区の特性に応じた生活交通について考えていきます。 

・ 主体的に生活交通の確保に取り組む地域団体に対して、相談

対応、運行計画策定支援や財政支援等を行います。 

沿線施設・民間交通事業者

との連携によるキャンペー

ンの実施 

・ 本市内にある観光交流施設や民間交通事業者等との連携によ

り、地域公共交通の利用促進キャンペーン（企画乗車券等）を

実施します。 

ポイント制度の導入 

・ 地域公共交通の利用を促進するため、マイナンバーカードと

キャッシュレス決済システムとの連携により、地域公共交通を

利用することでポイントを貯め、施設利用や買い物での割引等

が受けられる制度を導入します。 
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(13) 新たなサービスの導入 

取組（案） 取組内容（案） 

中山間部における貨客混載 
・ 地域のニーズや民間事業者の意向を把握し、他自治体の事例

を参考にしながら、貨客混載について検討します。 

民間交通事業者の動向を踏ま

えた運賃制度の調査・研究 

・ 民間交通事業者の均一運賃エリアの拡大等の動向に注視しな

がら、運賃制度を調査・研究します。 

 

 


